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騰 搬ll藻雛1購黙 翻
な購 や技能 を大切 にす ることが必要 と考え た.1

[磨鵬 警矯 灘驚葛逗禦 諜 醗 擁朧難{
1

する力を育てることになると考え,家 庭,地 域社会 とのかかわ りの視点を重視しながら,

解 明 す る こ と と した。1

授 業 実 践 に 当 た って は,様 々な人 材 を活 用 し,地 域 との か か わ りを 通 して,「 被 服 、 とi

・食物 噸 域 に分 け,学 習活動や学習環境 ・評価支援等の面 か ら工夫を加 える こととした!

そ して・授業実践 を もとに考察 韓 め・研究 を灘 た・ 【
」
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主体的によ りよい家庭生活を実践する力を育てる指導の工夫

一 「被服」 「食物」領域の指導を通して一

1主 題 設 定 の理 由

子供 たちは}高 齢化社会 の担 い手 と して,そ の存在が親だ けでな く社会か らも期待 され る

人 材 となって いる。 また,子 供 た ちは,文 化の継承者であ るとともに創 造者であ る。

この ように21世 紀 を創造す る子供たちをは ぐくむためには 〔生 きる力〕 と 〔ゆ とり〕が必

要であ り,学 校教育 にお いて は,自 ら学 び,自 ら考え るな どの生涯学習 の基礎 的な資質の育

成が重要 とな って いる。 また,家 庭科教育 において は,児 童が 自立 した生活者 と しての第一

歩 と して,自 分の暮 らしは自分 で大切 に し,よ りよい家庭生活を 目指 し,家 族 と協 力 して 自

立 した生活を,作 り上 げて い こうとす る意欲や実践力を身 に付 けることが大切 であ ると考え

る。 まさに,家 庭科 は児童 が現在の生活を大切 に しなが らも,将 来 に向けて望 ま しい 自立 し

た生 き方 をす るための素地 を学ぶ教科であ り,〔 生 きる力〕を は ぐくむため に必要 とされ る

様 々な教育課題 を学ぶ ことがで きる とい う重要 な役割を果 して いる教科であ ると考え る。

一方,現 在の児 童に 目を向 けると,勉 強や習 い事 に忙 しく家庭で過 ごす時間が少 ない。 そ

れ ゆえ,家 庭 と一緒 に過 ごす時間が少 ないことや家族の一員 と しての役割を もっ ことがで き

に くい ことなど,自 分 の生活 を見つ め直 し,生 活者 として よ りよ くしようとす る意欲や実践

力が育 ちに くい傾 向が あ る。 また,家 族 との触れ合 い,地 域社会の人 々との触れ合 い,高e,;;

者 との触れ合 いなど人 と入 とのかかわ りが薄 いなどの現状が ある。

そ こで,児 童が家族 や地域社 会の一員 と して,ま た,自 然の中の一員 と しての立場を 自覚

し,共 によ りよ く生 きよ うとす る態度 とそれを実践す る能力を身 に付け ること,生 活の 中で

課題 を見っ け,主 体 的に課題 を解決 し,課 題解決の過程で学習 した ことを 日常生活の中で進

んで実践 し,人 とのかかわ り合 いの中で互 いを認め,共 に成長す る児童の育成を図 るた めに,

本主題を設定 した。

家庭科の学習内容 を地域社会 とのかかわ りを は じあ と して,環 境教育,健 康教 育,消 費者

教 育,福 祉教育,国 際理解教育,情 報教育 な ど現在必要 とされ る教 育課題 との関連 を明 らか

に しっっ,こ の研究を進めて い く。研究 を進 め るに当た って は,児 童が 課題 の解決 を しやす

い 「被服」 「食物」の2領 域 について深 あてい くことと した。

∬ 研 究 の 基 本 的 な 考 え 方

研究主題 に追 るため,次 ペ ー ジの研究 の構 想図のよ うに現在必要 とされ る教 育課題 との関

連 を考えなが ら,研 究の構想 を立 てた。 児童 が,主 体 的によ りよい家庭生活 を実践 す る力を

身に付け るには,以 下の3点 を指導 の重点 と考 え研究 を推進 した。

① 自分の生活 に目を向 け,自 らの課題 をつかむよ うにす る。

② 進 んで実践 しようとす る意欲 を高 める。

③ 基礎 的な知識や技能を大切 にす る。
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〈研 究の構想図 〉

家 庭 科 の 教 科 目 標
1

1家 庭 の 実 態 研 究 主 題

主体的によりよい家庭生活を
実践する力を育てる指導の工夫

一 「被服」 「食物」領域の

指導を通して一

一 地 域 社 会 の実 態
巳

児 童 の 実 態

。実際に体験 した り,実 習

した りす ることに対 して

意欲的である。
。生活経験の不足,偏 りが
み られる。
。進んで課題 を見つ けよう

とすることが少な い。
。学習 した ことが家庭で の

実践 に結び付きにくい。
・人 とのかかわ りの範囲が

限 られている。

閥 一 目 指 す 児 童 像

。生活の中で課題を見つけ

主体的に解決 しようとす
る子
。学習 した ことを,日 常生
活の中で進んで実践する
子
。人 とのかかわ りの中で互

いを認め,共 に成長する

子

i

基 本 的 考 え 方
主体的 に実践す る力を育てるために

① 自分の生活に目を向け,自 らの課題
をつかむよ うにす る。

②進んで実践 しようとす る意欲を高め
る。

③基礎的な知識や技能を大切にする。

i

家 庭 ・ 地 域 社 会 と の か か わ り

主体的に人とかかわ り,家 族や地域の人々との触れ合 いを通 して,家 庭生活 をよ りよくす る実践力を
育てる。

一 消費者教育 との関連

消費者 としての基礎的な知識 を身に付け,実 践
力を育てる。

一 福祉教育との関連

高齢者 との触れ合いの中で,思 いや りの心をも
ち,高 齢者への理解や交流を深める。

一 健 康教育 との関連

日常生活の中で心身の健康 に心がける態度や実
践力を育てる。

一 情報教育との関連

必要な情報 を収集 ・選択 し,活 用する能力を高
める。

一 国際理解教育 との関連

自国の生活に関する理解 を深め,異 なる文化や
考 え方を認める態度 を育てるとともに表現力の
向上を 目指す。

一 環境教育との関連

自然とのかかわ りについて関心と理解を深め環
境の改善や保全を考え,主 体的に行動す る態度
を育てる。

研 究 の 視 点

学 習 活 動 の 工 夫 学 習 環 境 の 工 夫 評 価 ・支 援 の 工 夫

。魅力ある題材の工夫
。実践的 ・体験的な活動 を取 り

入れた,課 題解決的な学習の
工夫
。家族や地域の 人々とかかわる

場の設定
。話 し合い活動の工夫

。家庭や地域の教材化
。地域 の人材の活用
。T・Tの 活用
。基礎基本を身に付ける教材や教

具の工夫

。四つの観点に基づいて,計 画的
に評価をし,適 切な支援 を

行 う。
。自己評価や相互評価 を取 り入

れ,主 体的な課題解決に役立

てる。

指 導 計 画 の 作 成
量

授 業 実 践
1

主体 的によ りよい家庭 生活 を実践す る力
1

生 き る 力
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皿 研 究 内 容

「被 服」領域

1指 導計画 と評価計画及び関連する教育 の視点

主体的によ りよい家庭生活を実践 す る力 を育て るために,次 の ような手立てを考え,第5

学年での指導計 画,評 価計画を作成 し,さ らに関連す る教育の視点を明 らか に した。

(1)実 践 的 ・体 験的な活動を通 して家庭 で も 「や ってみ たい」 という意欲を もち,家 庭での

実践 に結 び付 け ることがで きるよ うに した。

② 基礎,基 本 を身に付 ける ことが大切 と考え,自 ら課題を見つけ追求 してい く課題解決的

な学習を多 く取 り入れ,学 ん だ ことが家庭での実践へ広が るよ うに した。

第5学 年 「被服」領域の指導計画

学 題
材 小 題 材 名 主 な 学 習 活 動

期 名

○なぜ衣服を着るのだろう ① 日常,着 て いる衣服 の着方 について調べ る。
ぬ ②衣服の着方や,働 きを考える。
い ③実際に引き出しに衣服を収納する活動を通 して,収

1 る
物

納の仕方を工夫する。

も ○さいほう用具を使ってみよう ①玉結び,玉 どめ,ボ タ ン付 けの練習をす る。
学 で
き

期
る
よ ○楽 しい小物を作ろう ①作 りたい小物の計画を立てる。

○なみぬい名人になろう
②計画にしたがって,小 物作りをする。③縫
い物の達人を迎え,縫 い方や作品を観察 し,よ り

12 上達できるよう練習する。

ミ
シ

友 ン

○ ミシンを使 ってみよ う ① ミシン縫い と手縫 いの違 いに気付 く。
②安全に気を付 け,ミ シンの使 い方を覚え る。

2
達と
に
な

○ ミシ ンぬ いを しよ う ①針を正 しく付け,か ら縫いの練習をする。
②下糸まき ・上糸かけの練習をする。
③直線縫いの練習をする。

う

学
つ

○直線ぬいを使 った簡単な作品 ①直線縫いを使った作品の計画を立て,作 品を作る。
8 を作ろう

お ○いろいろな袋を調べよう ①身のまわ りの袋を調べ,作 りたい袋の形を考える。
期 気
に
入 ○お気に入 りの袋を作ろう ①製作手順を布を使って考える。
をり ② しるしを付 ける。
作の ③ ミシンで縫 う。
ろ袋 ④ひもや把手を付ける。
う ⑤飾 りなどの工夫をする。
8 ⑥作品の発表会を し,互 いのよい所を話 し合う。

なお ○プレゼントを作ろう ①今まで学習 したことを生かして,お 世話になった人
3
学
期

っ世
た話
人に

ヘ プ レゼ ン トす る物 を考え ,計 画 を立て る。

3 計画 に したがい,作 業する。手紙を添えて,お 世話 にな った人へ手渡す。
に
!2
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(3)高 齢者や保護者な どの地域の人材 を活 用 した り,T・Tを 取 り入れ た り,人 と人 とのか

かわ りを重視 した。

(4>評 価計 画は,指 導計 画に沿 って作成 し,観 点別学習状況の4っ の観点を明 らか に した。

(5)主 な学習活動が家庭科教 育に深 いかか わ りを もっ 「消費者教育,健 康教育,環 境教 育,

情報教育,福 祉教育,国 際理解教育 」の6つ を明確 に した。

時

間
評 価 規 準

評 価 の 観 点

関連する教育の視点関心
意欲
態度

創意

工夫
技能
知識

理解

3

①衣服の着方にっいて進んで調べ
ようとする。
①衣服の働 きや着方が分かる。
③衣服の収納の仕方を工夫する。

0

0
0

5

①玉結 び,玉 どめ,ボ タ ン付 けが
で きる。

O ・ボタンがとれたとき
,修 理 し

て使う等,物 を大切にする態
度を育てる。 「消費者教育」

4

①小物を工夫 して作ろうとする。②計
画にしたがい,小 物作 りがで
きる。
③なみ縫いができる。

O 0
0

0

・高齢者等 ,地 域の人 々の よさ
に気付 き,敬 う気持 ちを育て
る。 「福祉教育」

1

① ミシン縫いの特徴が分かる。
② ミシン縫いに関心をもち,進 ん
で取 り組 もうとする。

0
0 ・正 しい機械の扱い方を使用説

明書を見て考える。
「消費者教育」

5

①正 しく針を付け,か ら縫いがて
きる。
②下糸まき ・上糸かけができる。
③直線縫いができる。

0

0③

・ミシン縫いの仕方など保護者

等か ら情報を収集する。
「情報教育」

2

① ミシンを使 って,簡 単な作品を
作 る ことがで きる。

O 0 ・相互評価 を し
,個 人 のよさに気付 く

。 「国 際理解教育 」

1
①いろいろな袋を調べよ うとす
る。

O ・いろいろな袋が ある ことに気

付 く。 「情報教育 」

7

①手順を考え,作 業計画を立てる。
② しるし付けができる。③
ミシンで縫うことができる。
④ひもを縫うことができる。
⑤飾りなどの工夫をする。⑥意
見を発表 しようとする。 ⑥

0

0

0
0
④

・布の選び方や,丈 夫な縫い方
など選び方の 目を育てる。

「消費者教育」
・必要な布を,端 か ら無駄のな
いようにとる。
「消費者教育」 「環境教育」

2

①学習 したことを生か して,作 品作り
の計画を立てる。

②計画に したがい,作 業する。
③人 と交流を深 めよ うと して い
る。

0

0

U

OO

・身近にある布などの有効活用

をする。 「環境教育」
「消費者教育」

・高齢者や,地 域の人々等との交流を
深める。

「福祉教育」

5



2実 践事例

事例1

一
L竺 者iとの触 れ合 いを通 して な穂'を 学ぶ

一
i

l
」

(1}題 材 名 ぬい物 もで きるよ 小題 材 楽 しい小物 を作 ろ う

(2}題 材 の 目標

○衣服 の選 び方 に 目を向け,衣 服の働 きに気付 く。

○衣服 の特徴 を知 り,目 的に応 じた着方 を工 夫す る。

○裁縫用具の扱 い方 が分 か る。

○名 前の縫 い取 り,ボ タンつけを通 し,玉 結 びや玉 どめな ど基礎 的な縫製 の技能 を習 得す る。

○本返 し縫 い,半 返 し縫 い,な み縫いを使 って小物 を製作 し,布 や用具 の扱 い方 に慣 れ る。

(3)研 究主題 とのかかわ り

① 題材 について

児童 は,初 めて裁縫用具 を手 にす る と 「早 く使 いたい早 くぬ ってみた い」 と,心 を はず

ませ る。児童の縫 いに関す る経験 を実態調査す る と,小 物や袋,雑 布な どを作 った児童が

約半数,針 や糸を使 った ことのない児童が約1/4で あ った。

そこで,「 被服 」領域 の導 入期であ る第5学 年 の学習で は,基 礎 ・基本の定着を行 うと

と もに,児 童が主体 的に学習 に取 り組 めるよ うな指導 を考えて い くことに した。本題材で

は,経 験や能力 にかかわ らず,ど の児童 も自分 な りの 欝標 を もって取 り組め るよ う,興 味

を もて るよ うな題材 の流れ を設 定 した り,タ イ トルを工夫 した りした。 また,机 上の学習

にとどま らず,具 体的 な作業 を通 し,児 童が課題 に気付 いて解決で きるよ うな課題解決的

な学習を取 り入れ た。 さ らに,一 人一人 の作 品を集めて,ク ラス全体で一っの大 きな作品

に仕上 げる とい うめあて を明確 に して,一 人 一人が見通 しを もって,作 業 に取 り組む こと

がで きると ともに,完 成 の成 就感を味わえ るよ うに したい と考 えた。

本時 には,裁 縫 に堪能 な方を地域か ら招 き,児 童が直接 「名人 の技」 に触れ る経験 を通

して,本 物 との出会いや人 との触れ合いを大切 に した。 また,名 人 には,し しゅうの作品

や手 芸品 の数 々を紹 介 していただ き,児 童が縫 うことの楽 しさに気付 き,興 味 ・関心 や意

欲を喚起で きるよ うに した。

② 関連する教育の視点i福 祉教育との関剖
"な み縫 いの名人"と して

,「 クラスの友達のおばあ ちゃん」 とい う身近 な地域 の高齢

者を招 き,縫 い方 の こつな ど,「 技」 に直接触れ られ るように した。 ここで特に,高 齢者

を招 へい したのは,核 家族 化が進む現在,高 齢者か ら学ぶ機会を設定 し,高 齢者 との触れ

合 いや高齢 者のよ さを知 ることを 團的 と したか らであ る。

一※ 地域 の方を講師 と して招 くまでの手順

○ 児童への呼び掛け(ア ンケー ト)に よ り,身 近 な方で縫 い ものが得意な方を募 る。

○担任 を通 じて連 絡を取 り,校 長か らの依頼の文書を もって,授 業への協力を依頼す る。

○事前 に来校 していただ き,授 業の流れや役割 につ いて打合せを行 う。授業後 は,実 践

して の感想 をいただ き,そ の後児童か らお礼の手紙を贈 る。
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③ 研究の視点

ア 学 習活 動の工夫

○ 学級 で共同作品作 りをす るとい うめあてを明確に して,玉 どめや ボタ ン付 けなど,

楽 しく作 業す るうちに,自 然 と基礎的な技能 が習得 で きるよ うに した。

○ 実 際に児童が縫 ったなみ縫い と,名 人が縫 う姿 や縫 った ものを比べ ることで,ど う

した ら上手 になみ縫 いがで きるか考え,自 分 の課題 を もって学習で きるよ うに した。

イ 学習環境 の工夫

○ 個 々の作 品を集 め,ク ラス全体 で大 きな作 品 と して提示す る ことで,自 分の作品が

必要で あ るとい う自覚を もち,達 成の喜 びを味わえ るよ うに した。

○ 身近 な地域 の人(友 達のおばあち ゃん)を 招 き,豊 かな経験 を もっ方 とのかかわ り

の場 を設定す ることで学習への関心を高め,縫 うことの楽 しさを味わえ るよ うに した。

ウ 評価 ・支援 の工 夫

○ 作品 を提 示 して,児 童が互 いの作 品を見合 い,よ さを認め合え るように した。

○ 単 に作品 ので きばえを評価す るだけではな く,地 域の方 との触れ合いの様子や,作

品 に取 り組む過程で,児 童 のよさを認 めるよ うに した。

④ 学習指導計画 「ぬい物 もで きるよ」

第一次3時 間 第二次5時 間 第三次

なぜ衣服を着 るのだ ろ う さいほ う用具 を使 ってみ よ う 楽 しい小物を作 ろう

1.衣 服 の は た ら き

「衣 服 の は た ら き って な

あ に」

2.衣 服 の 着 方

「衣 服 図 鑑 を 作 ろ う」

3.衣 服 の しま い方

「タ ンスす っ き り」

裁 縫 用 具 の種 類

「さい ほ うに 必 要 な物 って な

あ に 」

2.玉 結 び

「玉 結 び名 人 に挑 戦 」

3.玉 止 め

「ツ ブ ツ ブ い ち ご」

4.ボ タ ン付 け

4時 間

1.布 の 縫 い合 わ せ 方

「本 返 し,半 返 しで じ ょ うぶ にぬ

お う」

・本 返 し,半 返 しの 針 の 運 び方

を 調 べ,練 習 す る。

2.な み 縫 い ※ 本 時

「なみ ぬ い名 人 にな ろ う」

・なみ 縫 いの 名 人 を 迎 え ,高 齢

者 と触 れ 合 いな が ら,直 接 に

学 ぶ 。

3.楽 しい小 物 を 作 ろ う

「こん な小 物 が あ った らい い な」

・今 まで の 学 習 を 生 か し,生 活

を 楽 し く し,便 利 な小 物 を 考

凡,製 作 す る。
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(5}指 導の実際 「なみぬ い名人 になろ う」(2/4時 間)

① 目標

○ 専門家(名 人=地 域の人)の 知恵や技 を知 る。

○ なみ縫い に意欲的 に取 り組む。

○ なみ縫 いの仕方が分か り,針 目をま っす ぐに して縫 い合 わせ る。

② 展開

名人の周 りに集 まろ う!
巳ρ

,。 聯 ボ3、 。1・ 磯

…許、∵饗 鐙

麺 鉾;
ペ サ 騨 ぴ

。ス ピー ドがはやい。
・目がそろ ってい る。
・左手があんなに動 いてい る。

名人 は,グ ル ー プ毎 に巡 回 す る。

》、 ・ 響 競 蓉
號 ㌦姦 鹸 ＼ 饗

へ撃 灘

○事 前に各 自が なみ縫 いを し

た作品 と名人の作品を比べ

て,感 想 を発表 し合 う。
・目がそろ って いる

・こまかい

・ま っす ぐ縫 っている

○名人 に会い,作 品や実 際に

なみ縫いをす る場面 を見て

感想を発表す る。
・ス ピー ドがはやい

・目がそろ ってい る

・左手が動 いてい る

・布 を しっか り持 ってい る

・針が まっす ぐに動 く

・名人 に近づ くには,ど う

した らいいのだ ろう

○実際になみ縫いをする。
・グループに分かれて行 う

・名人のなみ縫いを参考に

する
橘 ・名人に指導を受ける

○感想 を発表 し合 う。
・うま くな った ところ

・名人への感謝

もう一度

左手で布 を しっか り持 って

こうや って,針 を運ぶの よ。

教 師 の 支 援

○児童が縫 ったなみ縫いと名人

のなみ縫いの違いがよく分か

るように,教 材提示機を使い

作品を提示する。

○感想 は,児 童の言葉を大切に

しながら,ま とめる。

○名人を紹介 し,い くっかの作

品を見せ る。

○名人 になみ縫 いを実演 して も

らい,手 っ きな ど 「名人芸 」

に触れ ることがで きるよ うに

す る。

○名人 に,縫 うときの 「こつ」

をあげて もらう。
・針 を しっか り持つ

・左手 を動かす

・布 を しっか りもつ

○名人 に各 グループを巡回 して

もらい,児 童が よ り身近 に技

に触れ られ るよ うにす る。

○始 めのなみ縫い と比べて,変

化 した ところや うま くなった

ところに着 目で きるよ うにす

る。

⑥ 考察

① 児童 は,自 分 のなみ縫 い と名人の なみ縫 いを比較 した後,名 人が縫 う姿 を直接 に見 たの

で,児 童 一人一人が 名人 との違 い(縫 い目の大 きさ,布 の持 ち方,左 手 の動か し方 な ど)

に気付 き,自 分の課題 をつかんだ。 このよ うに,児 童 は課題を明確 に して,意 欲的になみ

縫 いに取 り組んだ。

② 児童は,グ ループ毎に名人か ら指導を受けて,名 人 に尊敬の眼差 しを送 った り,感 謝の

気持 ちを もった り した。人 と人 との触れ合いを通 して,児 童 は,触 れ合 いの よさに気付 く

とともに,な み縫 いの技術を さ らに上達 させたい とい う意欲 を喚起 して いた。

8



02っ の作品の違いを見iO前 時の作品

驚蕪鷺.胤 雛
○教材提示機

評価一

○名人の技を一生懸命見 ○名人の作品

て,ど うすれ ば うま く

な るか,進 んで考え よ

うとして いる。

(意/観 察,発 言)

(し し ゅ う,
:袋
,額 等)

○ 名人 とかかわ り,技 術 ○前 時に使用

を伸ば そ うと してい る1し た布

(意/観 察,作 品)

○ なみ縫 いの仕方が分か

り,前 時 に比べ まっす

ぐに縫 ってい る。

(意 ・技/観 察,作 品,自 己評価)

総

務
の気
の慧

・
大
人
が
何
気
な
く
や

っ
て
い
る
な
み
縫

い
で
す
が
,

子
供
が
初
め
て
や
る
の
に
は
,
と
て
も
大
変
な

こ
と
だ

と
分
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
,
そ
れ
を
教
え
る
先
生
の

苦
労
も
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

『灘

纏'

灘

/・.
霊転

、・ 艦

「

」

`

豪
狂
猟
τザ

計
ぬ
"

篭
」
て

畏

裡u

ぬ
u
か
も
ス
さく
.

執
寄
ぐ
壕

望
t
ガ
タが

父だ

たσ

娯

い惑

あ
耳
ん
し

似丸

て
も

暑
甑

§め

象…

な
ヒ
レ
官
ん
旨
ん
ま宕

ぐ

昼

ミ一
覧
ヒ
か
桟
ひり

ぞ
う

こ
ご
勘
定
払
n

雰
の
う
ヒ

捧
婚書

ぢ㍉

ヒ
う
3
養
ゾ

覧

9

鳳う

忙

ξ

癒

とd

ζ
思乞

ひ

菩
誤

妻量

ヲ富乏

劣
㌃
"

L

劉

魏
勝

臨
瀞

繧
そ う か!

そ こ を ひ っ ぱ っる ん で す ね 。

磁 げO

糸

こ
き

は
,

こ
う
や

っ
て

布

を

ひ

っ
ぱ

る

の
よ

。

響ガ

霧

い

●

へ
b嘱

餐
ぎ
馨

㊦

凄

の
お
ぱ
あ

ん
匿
.

し

、

.奮
登

げ

)
.
鴛

議

蕊

踊

瑠

圃

露
℃

営
窒
℃

謬

裳
盤 瑠

と
馨

号
.
ど
5
詑
払
り
謝

ξ

み

経

乙

域
か

●㊦

蟹
鷺

露
還
慧

漉
盛

刀
き
け
部
へ
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ま
ね
2

し
底
9
う
昏
く

・㍉

た

r
「う
g

畠
力
」ワ
る

.々

)W
し

縁

乏

乙
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事例2 嚥
i...
人 と人 との かかわ りを通 して,生 きた情報 を収集 し,活 用す る

」

ω 題材名 ミシンと友達 になろ う!

(2}題 材の 目標

○ ミシンの種類,特 徴 と しくみを理解 し安全で正 しい取 り扱 い方がで きる。

○ ミシンで直線縫 いが で きる。

○ ミシンを利用 して,生 活 に役立 つ ものを作 ろ うとす る。

(3)研 究主題 とのかかわ り

① 題材 にっ いて

ミシンは布 を縫 う便利 な機械 である。 しか し現状で は,既 製品の普及や住宅事情 など社

会の変化 によ り ミシンに対 す る価値観 は多様化 して お り,児 童の ミシン縫 いの経験 も様 々

で あ る。布 を縫 う学習 は,技 能を獲 得すれば児童 の学習 の意欲 はよ り高 ま り,主 体的 に学

び,学 ん だ ことを,家 庭 生活 にも生 かそ うとす るで あろ うと考え る。 そこで児童の 「早 く

ミシンにさわ ってみたい,縫 ってみたい。」 とい う意欲を大事 にす る とともに,本 題材 に

おいては,児 童が操作の順序を正確 に理解す る大切 さに気付 き,正 しい操作がで きる力 を

身 に付 け,楽 しく布を ミシ ンで縫 う力 を身に付け させたい と考え た。指導 に当た って は,

手縫 い との違 いを明確 に しミシ ンの針 の付 け方 や確 かめ方 を理解 させ,針 を正 しく付 ける

ことが実習 中のケガや トラ ブルを防 ぐ要因であ ることに気付 くよ う安全指導を徹底 した。

さ らに,教 師 と保護者の方 々に授業協 力を依頼 し人 と人 とのかかわ り合 いの中か ら,学 習

の情報 を収集 し活用 する こと,ま た,ビ デオな どの視聴覚機器を活用 して学習の情報 を収

集す るなど,個 に応 じた学 習がで きるよ うに した。 このよ うに,ミ シンで直線縫 いがで き

る ことによ り児童 の生活 に役立 つ もの を作ろ うとす る意欲 を高め,第6学 年の エプ ロン作

りに,つ なげて いけるよ うに この題材 を設定 した。

② 関連する教育の視点

亜情報教 育 とい うと,す ぐに コンピュータが思 い うかぶが,今 回 は学びのための資料 と し

て,ビ デオや教師,保 護者の授業協力 を受 け人 と人 とのかかわ り合いの中か ら必要な情報

を収 集 し,活 用す ることに した。

一※ 保護者の方 に授業協力 を して もらうまでの手順

○ 担任を通 じて保護者会で,授 業協力者 を募 る。`

○ 児童を通 じて校長か らの依頼の文書を もって,授 業への協力を依頼す る。

○ 事前 に来校 していただ き,授 業の流れや役割 にっ いて打 ち合わせを行 う。

○ 授業後 には簡 単な話 し合 いを行 い,そ の後児童か ら 「お礼の手紙 、を贈 る。
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③ 研究の視点 と成果

研究主題 に迫 るた めに,次 の ような3っ の視点か ら具体 的な手立てを考えた。

ア 学習活動の工夫

○ ミシンを利用 して生活 に役立っ ものを作ろ うとする意欲を高 あ,ミ シ ンを縫 う機械

として身近か に感 じられ る題材名な どを考 えた。

○ 学習意欲を持続 させ るため に,ミ シ ン針の付 け方,か ら縫 いなど課題を明確 に し,

順次先 に進 ある実践的 ・体験的 な課題解決学習を とりいれ た。

○ 話 し合 い活動 による情報交換の場 を設 け,自 分の課題解決 に役立て ることがで きる

よ うに した。

イ 学習環境の工夫

○ ミシン針や縫 い針の実物 を用意 し,比 較判断で きるよ うに した。

○ ワーク シー トを活用 し,課 題解決 や発表 に役立て られ るよ うに した。

○ ビデオ などの視聴覚機器を活用 し,よ り視覚 に訴 えるよ うに した。

○ ミシ ンの使用回数を多 くで きるよ う,2人 で1台 使用 した。

○ 教師や保護者 に授業協力を依頼 し,個 に応 じた情報 の収集がで きるよ うに した。

ウ 評価 ・支援の工夫

○ 適切な支援の ための事前調査を行 い,児 童 や家庭 での実態 を把握 した。

○ 授業後 に学習を振 り返 り感想な ど自己評価を書 くことによ り,児 童が 自分の学習を

見直す とと もに,教 師が適切 な支援 を行え るように した。

○ 予備の ミシン針や練習布を用意 してお いた。

○ 個 に応 じた課題解決がで きるよ うに,保 護者の方 々やT・Tに よる支援 を受 ける。

(4)指 導計画 時間配 当(8時 間)

ミシンを使 ってみ よ う1時 間

ミシンぬ いを しよ う7時 間(本 時1/7)

(5)指 導の実際

① 目標

○ 針の付け方や確か め方が分か り,針 を正 しく付け ることがで きる。

○ か ら縫 いで,直 線縫 い,角 縫 いがで きる。

○ グル ープで協力 しなが ら,安 全 に作業 を進 めることがで きる。

針の拡大教具 によ る説 明 T・T(教 師)に よ る支 援
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② 展開

学 習 活 動 教 師 の 支 援

○手縫 い針 と ミシン針の特徴を

見つ ける。

・糸を通す穴の位置

・みぞがある

・針 の型 な ど

評 価

(観点/方 法)
資 料

ミシ ン針 を ど の よ うに つ け,ど の よ う に縫 うの か

○ ミシン針 の付 け方 を予想 し発

表す る。

}
○鋳 潔 付け方繍 針降 協力者を紹介する1

.ビ デオを見て使い方を調べ確i l

か め る。

・各 グル ー プ ご と に正 しい針 の 脚

付 け方 を 確 か め る。

・ビデ オ を 見 て ・ 確 認 しな が らi

針 を付 け る。

○誌 繁 鰐 大

う と して いdo

(意/縣)に τクシ

○分 か った ことを ワー クシー ト1

に ま とめ る。1

・か ら縫 いの 手 順 を確 か め る
。

○ か ら縫 い を す る。

・ぬ い始 め ・ぬ い終 わ り

・角 の 曲が り方

0各 グル ー プ ご とに学 習 した こ

とを ま と め る。

・発表 に当た 。て は思 引 ・予想 した ことi

た こ とを 記 録 す る とよ1

い こ とを 知 らせ る。

を 発表 しよ う 匹

とす る。

(意/観 察,

○ ビデオ を 見 て

調 べ よ う とす 、

る。

(意/知/観 察)

○針止 ま りの位置を よ く10針 の付け方を

「

発表)

ビデオ

針棒 と止

めね じの
さ

縣 するように伝引 凱 で紹 引 模型

L針 付けを湘 朧}(意.技.知/読 間指導)

す るよ う助 言 す る。

○ ミシンの電源 を入 れる

布 を無理 に引 っぱ らな

いよ うに助言す る。

10針 止 め とめね1
1

じの確認。
1

(意 ・技 ・知/観 察)

○ ワ ー ク シ ー ト1

ロ

∴ ∴_
練習布
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⑥ 考察

「ミシ ンと友達 になろ う!」 で は,児 童が ミシンを使 って,直 線縫 いがで きる力を身 に付

け ることを課題 と した。課題解決の方法 と しては,積 極的に人 とか かわ る ことを通 して,生

きた情報を収集 した り,支 援を受けた り して,直 線縫 いがで きるよ う意欲的 に練習 を重ね る

ことがで きるよ うに した。

① ミシン針 と手縫い針の実物比較 と実物模型 ・ミシン針拡大模型 など教材教具 の工夫

目で見て,触 れ る実 物や拡大模型 を用意 したので,児 童は興味関心 を もち,積 極 的に針

の付け方 を学 び,ミ シ ンに親近感を もって,た の しく学習す ることがで きた。

② ビデオの活用

活字 の情 報だけでな く映像によ る情 報は細 かい機械 の部分 などが見やす く,児 童が必要

とす る時に,繰 り返 し見 ることがで き課題 解決 に役立 った。

③ ワー クシー トの工夫

1時 間の授業で,課 題 解決 に意欲的に取 り組 め るよ うに,書 く分量や書 く項 目を工夫 し

た ワー クシー トを作成 した。

④ 支援 の方 法の工夫

教 師や保護者に授業協力を要請 し,課 題解決 のたあよ り個 に応 じた指導の場 を設定 した

活字 や機械 か ら与え られ る情報だけでな く,人 と人 とのかかわ りあいを通 して児童が 自分

か ら助 けを求めた り,ま た受 けた情報 を友達 と交換 し合 った り しなが らどの児童 も積極 的

に課題 にそ って学習 してい た。

今 回,地 域の人材活用 と して児童 の母 親に協 力を依頼 したが大変熱心 に教 えて くれ,

和 やか に授業が 進ん だ。 また研 究協 議会 に も出席 してい ただいたが,そ の 感想の 中に

「いろん な場 面で子供 がっまず き教 え るのに大変で した。先生 たちの苦労が分 か った」

な ど学校 に対 しての理解 も深 まり,開 かれた学校 に一歩踏 み込 めた感が ある。 これを機

会 に,今 後 もいろんな交流が生 まれ るよ うに努力 したい と思 ってい る。

隅

ゾ瀞

/

保護者 による支援

一

1↓
4

i

8

N蓼 碧
こ ・・ミζ 魎 嶺 雍 蕎

仇お 母 さレ)へ ∫、さP

笏'

-F

・

111

0

0火曜日妬汗鰍 業・時・・針論

ろ アよvヒ 琶孝文h一てくれτとノうもあウが隔乙うこノさ.いましr:.
ICM

,}"
8ご 賦尿 で駅 シン芒イ蘇 乙ようし・鋤 ましt;.漁Sは
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死
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欄
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しう"し ポ い まの く.

陛 蛭 ・.鞠 。。〃警 弓継_

お礼の手紙
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「食 物 」領域

1指 導計画 と評 価計 画及び関連す る教育の視点

題材名 小 題 材 名 主 な 学 習 活 動

(時数)

0お いしいお茶を入れよう ①家庭科室の使い方を知 り,安 全なガスこんろの使い方を調
べ練習す る。

②おいしいお茶を入れ,グ ループごとに和やかな雰囲気で団
(2) らんす る。

な ○食べ物 って何だろう ①毎 日なぜ食べ るのか考 え,発 表 し合 う。
1 ぜ ②五大栄養素 と水の働 きにっいて調べ,健 康な体づ くりに必

食 (1) 要であることを発表 し合 う。
べ

る ○野菜を切 ってみよう ①おいしい野菜サラダを作 るために何を調べるか考える。

学 の
か ②包丁やまな板等の安全で衛生的な扱い方について話 し合う。

考 ③ き ゅうりを使 って,自 分 な りの切 り方 に挑戦す る。

え ④先生や友達の切り方を見て,食 べやすい切 り方を知り実践

期 古 (2) す る。
つ

○オ リジナルの ①オ リジナルの野菜サラダ作りの実習計画を立てる。
8 野菜サラダを作ろう (グル ープ ごとのバ イキ ング方式)

②実習計画の発表会をする。
③計画にそって野菜サラダを作る。

(3) ④実習の反省と家庭での実践計画をつくる。

た ○いろいろなたまご料理を ①観察 してきた,た まご料理や調理法等を発表 し合う。
2 ま 調べよう(1) ②たまごの栄養や特徴にっいて考える。
ご

料 ○たまごをゆでてみよう ①固ゆでたまごを上手に作る方法を考え,自 分の好みに合 っ
学 理
を

(2) たゆで たまごを作 る。

作 ○ フライパ ンを使 って, ① フライパ ンを使 って,作 ってみたい料理 の方法 を調べ る。

期 ろ たまご料理を作ろう ②実習計画を立て,正 しくフライパンを使い実習する。
う ③自分の料理のできばえやこだわりを発表 し,友 達の工夫に
6 (3) も気付 く。

健 ○ もっと,野 菜を知 ろう ①野菜の名前や食べ方,含 まれている栄養について考える。
康 (ll ②緑黄色野菜の種類 と特徴を知る。

3 を

考 ○わたしの00入 り ①油いための中に入れる○○の食品を考える。
え 野菜の油いためを作ろう ②手順を考えて計画表を作 り,自 分の工夫 したところを発表
学 た し合 う。

食 ③計画 にそ って,オ リジナルの野菜いためを作 る。

事 {3)

期 を
し ○バランスよく食べよう ①食品は,六 つの食品群にわかれていることが分かり,分 類
よ す る。

13 う ② 日常の食品に関心をもち,栄 養のバランスよく食品を食べ
5 tl) る 。

おやつです よ!8(16ペ ー ジの表 を参照)
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評 価 の 観 点
関連する

評 価 規 準 関心 創意 知識
意欲 技能 教育の視点
態度 工夫 理解 「

①家庭科室の正 しい使い方 と,ガ スこんろの安全な使い 0 ・環境教育

方が分かる。 ・国際理解教

②おい しいお茶を入れ,和 やかに団 らんする。 0 育

①食物を食べる理由が分かり,発 表 しようとする。 0 0 ・健康教育

②五大栄養素と水の働 きが分かる。 O
食品に含まれている栄養素に興味を もっている。 0

①野菜サラダの作 り方に関心をもち,ど んなことが分か O 0
ればよいか考える。

②包丁やまな板等の安全で衛生的な扱い方が分かる。 0 ・環境教育

③試 し切 りに意欲的に取 り組む。 0
④野菜の切 り方を工夫し,サ ラダを作る。 ④ ④

①サラダに合 う野菜の切 り方,盛 り付け,味 付けを自分 0 ・消費者教育

なりに工夫 し,計 画を作成する。

②発表を進んで聞 き,自 分の計画を見直す。 O
③手順を考え,協 力 して能率的に実習する。 0 OO ・環境教育

④意欲的に計画を作成 し,家 庭で実践 しようとする。 ④ ④

①たまご料理に関心をもち,調 理法を調べて発表 し合 う。0 ・健康教育

②たまごの栄養素やたんぱく質の性質が分かる。 O ・消費者教育

①ゆでたまごを作る方法を考え,自 分の好みに合 ったゆ O O
でたま ごを作 る。

①自分が作ってみたいたまご料理を決める。 0
②正 しくフライパ ンを使 い,た まごを調理 す る。 0
③発表を基に,自 分の生活に生かそうとしている。 ③

①野菜の栄養素が分か り,加 熱の利点を考えている。 0 ・健康教育

②カロチンをとるための効果的な調理法が分かる。 馳 O

①おい しい油いためを作ろうとしている。 0 ・消費者教育

②友達の考えを取 り入れなが ら,計 画を立てる。 0

③おいしい三色野菜の油いためを作ることができる。 O ・環境教育

①食品を六っの食品群に分ける。

②日常の食品に関心をもち,栄 養のバランスよく食品を 0

0 ・健康教育

・国際理解教

食べ ようと して いる。 育

(17ペ ー ジの表 を参照)
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事例2 おい しくて やす くて つ くるのが楽 しい おやっ作 りを通 して

(1)題 材 名 おやっですよ!小 題材名 おやつを探 ろ う

(2)題 材 の 目標

① おやっの役割が分か り,自 分のおやつの とり方を見直 し,問 題点 に気付 く。

② よ りよいおやっの とり方を考え,自 分の生活 に合 ったおやっの とり方 がで きる。

③ 簡単なおやっを工夫 して作 り,家 庭での実践 に生かす ことがで きる。

(3)研 究主題 とのかかわ り

① 題材 につ いて

おやっ は,児 童の大好 きな ものである。物の豊か な現在,コ ンビニエ ンスス トア等に は

市販のおやっが数多 く並べ られ種類 も豊富で あ り,児 童 は宣伝 などマ スメデ ィアの影 響で

おやっ を選んで いる傾 向が ある。 これ らの市販 のおやつ には,塩 分,糖 分,油 分が多い物

もあ り,ま た,児 童 がおやっを とり過 ぎて きちん と食事がで きない等,お やっをめ ぐる問

題 もあ る。

そ こで,本 題材 では,児 童の1週 間のおやつ調 べを基 に,何 気な く食べて いるおやつ の

問題 点に気付 き,問 題を解決 してい く学 習過程 の中で,よ りよいおやっの と り方を考え,

生活 に生か してい こうとす る力を育成す ることをね らい とした。 その ため,教 材 は,児 童

が最 も好んで食べてい るスナ ック菓子の中か ら,簡 単 に手作 りで きる"ポ ップ コー ン"を

選んだ。 ポ ップ コー ンを作 った り,市 販の物 と食べ比べた りす る体験学習 を取 り入 れ,児

童が手作 りのおやっの よさに気付 いた り,「 家で も作 りたい」 とい う意欲 を高めた り しな

が ら,生 活 の中で実践す る力 を育て る こととした。

さ らに,こ れ らの学 習を通 して,こ れまで のお やつの選 び方 ・とり方を考え直 し,手 作

りのおやっのよ さも知 り,数 あ るおやつの中か ら自分で選択で きる自立 した消費者 に育 っ

て欲 しい と考え る。以 上の理 由で,本 題材 を設定 した。

(表1)

名

(時数)

○ みっめよう

わたしのおやつ

①なぜ,お やつを食べるのか考え,話 し合う。

②多く食べているおやつを予想 して,自 分が一週間に食べたおやつを調べる。

③調べた結果をグラフにして,問 題点に気付き,発 表 し合う。

①市販のポップコーンについて調べる。

②安全面や衛生面に気をつけて,ポ ップコーンを作る。

③市販のお菓子と手作りのお菓子について調べ,比 べたことをもとに,自 分なりのお

やつの取り方について意見をまとめ発表する。

④栄養士や養護教諭から,と りよいおやつのとり方についての話しを聞いて,

自分のおやつのとり方を見直す。

⑤おやつの取 り方について自分の考えをまとめ,発 表 し合う。

① 「おいしくて,や す くて,つ くるのが楽 しい」を合言葉に自分なりに工夫 しておや
っ作 りの計画を立てる。

②実習計画をもとに,協 力して実習する。

③実習を生かし,「家族の○○さんが喜ぶ」おやっメニューを作 り,実 践 しようとする。
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② 関連 する教育 の視点

ア 消費 者教育 との関連

おやっの購入 にあた り,品 質表示や製造年月 日等の表示を確 かめる。

イ 健康教育 との関連

調理実習の前 に石 けんで手を洗 う。身支度を整え る。調理 に必要 な食品や用具を衛生

的 に取 り扱 う。 また,市 販のおやつ に含 まれ る塩分,糖 分,食 品添加物の と り過 ぎによ

る身体への影響 に気付 き,健 康 によいおやつを選ぼ うとす る。

ウ 環境教育 との関連

加熱調理で は,ガ スこん ろの炎の大 きさを調節 して,無 駄 なエネルギーを使わな い。

工 国際理解教育 との関連

輸入材料を使 ったおやつや,外 来のおやつか ら外国 とのっなが りに気付 く。 また,学

習過程の 中に話 し合 い活動を取 り入れて,自 己表現 を高ある。 さ らに,お 互 いの意見を

尊重 し,協 力 しなが ら学習を進あ る。

③ 研究の視点

ア 学 習活動の工夫

ポ ップ コー ンは,作 りやすいばか りか,加 熱 による形状の変化が著 しく,児 童に とっ

て興味を もちやすい教材であ る。また,学 習意欲 を持続す るために,手 作 りと市 販の ポ

ップ コー ンの食べ比べや,簡 単 なおやっ作 りの実習 による体験学習を重視 した。

イ 学習環境の工夫

栄養士,養 護教 諭 によるT・Tや,児 童が課題解決 しやす い ワークシー トを活用す る。

ウ 評 価,支 援 の工 夫

児童や家庭 の実 態を把握 す るたあ,事 前調査 やおやっ調べを行 う。また,嗜 好や味覚

については個入差 を認あ る。 さ らに,学 習 カー ドを活用 し,個 への支援や評価を行 う。

(4)指 導計 画 と評価 計画(表1を 参照)

・評 価 の 観 点

評 価 規 準 関心 創意 知識
関連する
教育の視点

意欲 技能
態度 工夫 理解

①おやつの役目が分かる。 O
②自分たちが,食 べているおやつを調べている。 0
③自分のおやつの取り方について,問 題点に気付き,発 表している。 0 ③

① ポ ップ コー ンに つ い て,意 欲 的 に 調 べ る。 0 ・国際理解教育

②安全面や衛生面に気をつけて,ポ ップコーンを作っている。 0 ・消費者教育

③市販のポップコーンと作ったポップコーンの違いに気付き,自 分なりの言葉 ③ 0 ・環境教育

で発表する。

④栄養士 さんや養護の先生の話を聞いたり,実 物を見たりして1日 の塩分と砂 ④ ④ ・人とのかかわ

糖の摂取基準量が分かる。 り
④塩や砂糖のとりすぎが体に及ぼす害が分かり,自 分のおやつを見直 している。 ④ ・健康教育

⑤よりよいおやつのとり方が分かり,自 分の生活に生かそうとしている。 0

①今までの学習を生かして,条 件に合ったおやつメニューを作る。 0 ・国際理解教育

② グループで協力して,お やつを作 る。 0
③おやつのメニューを作 り,家 庭で実践 しようとしている。 O 0
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(5)事 例1

① 目標

② 展開

資料1

おやっですよ!お やつを探 ろ う(3/8時 間)

○ おやっ作 りに関心を もち,意 欲的 に取 り組 んでい る。

○手 作 りのおやっ と市販のおやつの違い に気付 き,発 表す る。

ポ ップ コー ンを 作 ろ う

「火 っ け る?ふ た,持 って きて よ 」

「早 く!早 く!火,だ れ?」

「強 す ぎ るよ 」

「だ っ て,始 め は, いいんだよ」

讐卿

肇

」

鴫
プ

亀

礁
議

、

覇

謝

ぎ 『撫'

備 評脳撚 巻 爵 二

譲贈
「よ くふ るん だ よ,

欝_、

.購 髪 毒

冬 施 ・評

畿.
冨

㌦

拶 _.7補 叢
轡犠

で も重 た い」

「焦 げ る 。 火,消 して よ,

あ っ!ち が う弱 火,弱 火,

なんで消 したの?」

「先 生,焦 げ た。

や り直 して いい?」

「ふ た と る よ,10,9… …0,」

「わ あ 一,大 成 功,や っ た あ 一 」

ポップコーンの作り方を確かあよう

○前時の学習を思い出し,ポ ップ ○市販のポップコーンを用意 し,
コーンの作 り方を発表す る。 思い出 しやす くする。

○ポップ コー ンの作 り方が分か ○おいしいポップコーンを作るた

る めの,ガ スこんろの火加減 と油
の量をおさえる。

○安全で衛生的な調理をするため
に気を付けることを確認する。

○先生の試作を観察 しなが ら,ポ

ップコーンの作り方のポイント

を確かめる。

○グループに別れて実習する。

○調理実習をする前の手洗いの徹

底等,衛 生面に配慮するよう助

言する。

○児童の表情を観察 しながら,分

かりやす く試作する。
○ フライパンに残 った油は,紙 で

ふきとるように指導する。

○火加減を見て,正 しくする。

○失敗 したグループは,原 因を考

えて,も う一度挑戦することを

助言する。

○手作りの楽 しさに気付 く言葉か

けをする。

手作 りのポップコーンと市販のポップコーンを比べてみよう
○市販との比較
・味 ・値段 ・材料

・製造年月 日 ・塩の量

○比べてみて分かったことや,気

付いたことをワークシー トにま
とめる。
〈手作 りの方が〉
・ふ っくらしていておいしい
・簡単に作 ることができる

・みんなで作ると楽 しい

・材料が分かる

・材料費が安い
・味がついていない

・失敗すると焦げておいしくな

い

○前時のワークシー トをもとに,

手作 りのポップコーンと市販の
ポップコーンを比較す るよう助

言する。
○塩分の量にっいて助言する。

○味の感 じ方は,児 童によって差

分 か っ た こ と を 発 表 し よ う

○市販のポ ップコー ンと手作 りの

ポップコーンを比べ,分 か った
ことを発表する。

○後片づけをする。

○今日の学習を振 り返 り,学 習カ
ー ドに記入する。

○発表やワークシー トを もとに,

次時の課題へとっなげる。
○手作りのポップコーンは,好 み

の味つけができることを知 らせ

る。

○家庭で実践 しようとする児童に

はコーンを持ち帰れるよう,コ
ーンを用意 してお く。

‐is‐



評 価(観 点/方 法)

○調べてきたポ ップコーンの作 り方

を発表 しようとしているか。

(意欲/観 察)

○石けんで,て いねいに手を洗い,

机上や調理器具を清潔にしている

か。(知/観 察,自 己評価)

資料 ・用具など

○前 時の ワ・一 クシー ト

○市 販のポ ッフコー ン

○ ポ ップ コー ン(生)

○ 手順 カー ド

10石 けん

○ハ ンカチ

「○ ガス こんろ

10フ ライパ ン

10ふ きん

10ポ ップコー ン(生)

○ふきん

○エプロン
〇三角 きん

○ ポ ップコー ン作 りの実 習に,意 欲10油

的に取り組んでいるカ㌔ ゆ 塩
(関/机 間指導,自 己評価)1

0グ ループの友達と協力し合 って実

習 しているか。

。安全、難 難 ㍉ 鰐 働bビ ニール袋
ト

自己評P輪 ゴム
を作れたか。

(創 ・技 ・知/机 間指導,

価)

。 自分で考えたり雄 と相談 したり1。 。一クシー ト

しなが らちが いに気付 き,ワ ー ク

シー トに まとめ る。

(関 ・知/観 察,自 己評価)

○自分の考えを発表 したり,友 達の

話を聞いたりしている。

(関 ・知/観 察)
○協力 して,き れいに片づけること
ができたか。(関 ・技/観 察)

○学習を振り返ることができたか。

(関,創,技,知/自 己評価)

ン
資
一
の
コ
用

プ
費
ッ
た

ポ

つ

り

か

作

か

手

に
料

○

○ ワー クシー ト

○学習カー ド
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児 童 の ワー ク シー ト
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(6)事 例2お やっです よ!お やっを探 ろ う(4/8時 間)

① 目標 ○よいおやっの選び方,と り方 について考 える。

○砂 糖や塩の過剰摂取の弊害 が分か る。

② 展開

資料3児 童 のま とめ

「一 ヨ
しっか りま と1めよ う

蝸 べ昼 し猿 少ノ諏 て
、凝 ひ㊥ の～=.

編 駕 も諏 塗 ・ぴ職 。ξ
職 ん

繊 て・マ齢 職 …a・ ・鬼
。、碗

舐:おし'し`憎・胸 ・輪
。食姻 く.ごゆ桃

軌 姻 糠 鯛 ご伽 で3

め℃つ6):切お び 応"9

偏 融 慨 猷 を う鮪 暁t硲 め
、

より会へに あ西 おや ・を・し ∫び た1、も・・軋

鮭 、い3い3な おやつ乞イ判rミLiZ"3s

5与く3)組

ブご つ＼ら私 ぱ

な'ろ べ ぐ 家 ぞ 魂㌧ て み よ うと

田z、 ・ま す .そ の 時 は

塩 六 と う 乞 ヅ ば め4

し よ う と ノミも㌔＼黄 し た

学 習 活 動 教 師 の 支 援
○前時の学習,手 作 りと市販の;

ポップコー ンについての 自分1

の考えを思い出す。

おやつの選び方を考えようF

○栄養士さん(養 護の先生)と
一緒に学ぶことを知る。

○ 自分にとって,よ いおやっの

条件 とは何かを考えまとめを

発表する。
・おい しい

・やすい

・つくりやすい

・塩味がこくない

・新 しい

・栄養がある

・添加物が入っていない

、○栄養士(養 護教諭)を 紹介する。

○製造年月 日や原材料は袋の品質

表示の欄に書いてあることを補

足す る。

○よいおやっの条件についての

話を聞く。

○児童の話の足 りない所をおさえ

1な がら凝 廟 婦 をしてもら
う。
・塩分の1日 のめおす量10g以 下

;糖 分"20g以 下1
給食一食でぽ それぞれ何9く

tら い使 っているか。1
・おやっに使える塩や砂糖のあや

;す は どれ くらいか。
・カロ リーを とり過 ぎない こと

・食品添加物 について

○さらに くわ しく知りたいこと}○ 説明ので きない部分については
　

について質問する。 次時に知 らせる。

fおやつですよ!」 のビデ空鍵]

○ビデオ蜆LL
_

おやっの選び方をもう一度し　
○本時までの活動すべてを通 し10特 に市販品を買 う時の注意を確

て分かったことや,お やっの1認 する。

選び方について,自 分の考え

をまとあ,発 表す る。

○次潮 おやつ作 りの鐡 を矧 ○ ・おいしt・,やす・・ つくるの

る。

○今臼の授業を振 り返 って,学

習カー ドに記入する。

が楽 しい」をおさえて,次 時に

おやっ作りの実践をすることを

伝える。

5年(3)組
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!○ 前 時の ワー クシー ト

○積極的に考えを発表 しようと ○ ワークシー ト

する。(関/観 察)

○栄養士(養 護教諭)の 話をよ

く聞いているか。

(関/観 察)

○話を聞いて,質 問ができたか。

(関/観 察)

○おやつの選び方を考えたか。1

(関 ・知/ワ ー クシー ト)

○学習カー ドに今 日の授業を振

り返って,記 入できたか。

(関/学 習カー ド)

○あらかじめ予想の答

えをカー ドにしてお

く。

資料4自 作 ビデオ 「おやつです よ!」 について

○制作の意図一既製の ビデオ教材は,時 間が

長 く,内 容も豊富である。そこで,

指導内容を約5分 にまとめたビデ

オを自主制作 した。

○内 容

鞭
▽

①兄:裏 についている品質表示 というのを見

ると材料 とか,い っ頃工場で作ったと

か品物のことが,み んな分かるんだよ。

・耀 麟・

勲礁

②先生:塩 をとりす ぎると,高 血圧や じん臓,

心臓病の原因になり,砂 糖をとりす

ぎると太 りす ぎや虫歯 糖尿病 ・・

③お父 さん:う 一ん。 いいにおいがす るぞ。

兄 と妹:お や っの合言葉 「おい しくてや

す くて,つ くるのが楽 しい」だ

よね。
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{7)考 察

本 題材では,ス ナ ック菓子の中で も手軽に作 ることがで きるポ ップ コー ンを取 り上 げ,意

欲的に取 り組 め るよ う,試 食や調理を取 り入れ た課題解決的な学習 を設定 した。

課題把握の段階で は,各 自が1週 間 に食べたおやつを調べて,そ こか ら問題点 を見 っけて

い くよ うに した。児童が実際 に食べ たお菓子の袋を集めて提示 した り,そ の数 をグラフ化 し

たり して,視 覚的 にと らえ られ るよ うに した ことは,課 題 を 自分の もの として確か にっかむ

ことがで き大変有効であ った。

追求 して い く過程で は,そ の子 な りの観点で市販の物 と手作 りの物 を比 べてま とめ られ る

よ うな ワーク シー トを工夫 し,違 いを明確 に して考え られ るように した。また,毎 時間のめ

あて と自己評価を記録す るよ うに したことによ り,自 分の学習を振 り返 り,次 時の学 習に生

かす ことがで きた。 この記録 は,教 師が個 に応 じた適切な支援を行 う際に も役立 った。

実習の際 は,調 理の順序を絵 カー ドで提示 した後,試 作 しなが ら安全におい しく作 るたあ

のポイ ン トを説明 したので,戸 惑 うこともな くスムーズに調理す ることがで きた。 うま くい

かないグループには,あ らか じめ予備 の材料 を用意 して おいたので,素 早 く対応す ることが

で き,満 足 感を与 え ることがで きた。試食後 の感想で は,ど の児童 も手作 りの よさに気付 い

てお り,「 ふ っ くら していておい しい」 「家庭 で も作 ってみ たい」 とい う声が多 く聞かれ た。

おやっの選び方 の学習で は,健 康や安全の面か らも,よ りよいおやっの選 び方 を考え るよ

うに した。栄 養士(養 護 教諭)と のT・Tを 行 った ことによ り,学 習が広が り,児 童の疑問

にも十分な対応 がで きた。 この学習が,栄 養士(養 護教諭)と 児童 との触れ合 いの き っかけ

にな ることも期待 したい。

「おやっ作 りに挑 戦 しよ う!」 で は,「 おい しい,や すい,つ くるのが楽 しい」を合言葉

に,一 人一人の児童が 自分の思いや願 いを もち,工 夫 しておやつ作 りに取 り組ん だ。

この学習を通 して児童 は,人 とのかかわ りの中で,手 作 りのおやつに も目を向けるよ うに

な り,選 択の幅を広 げた。 また,家 庭で実践 しよ うとす る姿 も見 られ るよ うにな った。 さら

に,食 品を選ぶ際に,塩 分の摂取量や食品添加物 につ いて も考え るよ うにな った。 そ こで,

第6学 年で は,品 質の よい安全な食品を主体的 に選び整え ようとす る態度 や実践力 を さらに

伸ば したい と考え,「 加工食品の特徴や選び方」の ところで次の ような学 習を計画 した。

題材名

1

学

期

調

理

の

工

夫

(81

小 題 材 名 主 な 学 習 活 動

が ど

あん

うるな

うだ調

(4)理

加

調工

みべ 食

よて000

う を

(4)

○いろいろな調理法

○ じゃがいもについて(1)

○ じゃがいもの調理をしよ

う12)

(1)1① 食品は調理の仕方によって多様な料理になることを知る。

② じゃがいもの選び方 と栄養的な特徴を調べる。

③ じゃがいもを使 った調理の計画を立て,調 理実習をする。

○魚や肉の加工品について

ll)

○加工品の特徴や選び方

(1)

○魚や肉の加工品を使 って

調理を しよう(2)

①魚や肉の加工品にはどんなものがあるか発表 し合う。

②魚や肉をなぜ加工 したのかを考え,い ろいろな加工法があ

ることを知る。

③魚や肉の加工,.,い ろいろな添加物が含まれているこ

とを知 り,安 全性や健康を考えて加工品を選ぶ。

④魚や肉の加工品を使って調理実習をする。
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(8)第6学 年の実践例 「加工食 品の特徴や選び方 」

① 目標 ・肉や魚の加工品 には,発 色剤な どの添加物が含 まれてい ることを知 る。

・安全性や健康を考えて加工 食品を選択 しよ うとす る。

② 展開

学 習 活 動 教 師 の 支 援

○日常よく食べている加工食品を確認する。

○発色剤入りのハムAと,無 添加のハムBと を見た

目,味,検 出紙を使って比較 し気付いたことをワ

ークシー トに記入する。

○発色剤などの添加物の使用を見分けるたあにも,

表示を読み取ることが大切であることに気付 く。

○各自が持 ってきたハムの表示を読み取 り必要以上

の添加物が使用 されていないか確かめる。

○自分で加工食品を購入するときは,何 を基準にし

て選ぶか考える。

○家庭で多 く使われている加工食品の

空き容器を提示 して興味,関 心を高

める。

OAとBの 表示を読み取 り,検 出紙が

変化 した方には発色剤が添加されて

いることに気付 くよう助言する。

○ハムの表示を実際に読み取る活動を

通 して購入の際の選択眼を育て られ

るようにする。

資 料

・加工食品の空

き容器

・発色剤入 りの

ハ ムAと 無添

加 のハ ムB

・亜硝酸検 出紙

・ワークシー ト

・ABの ハ ムの

表示

・各 自が持 って

きたハ ムの表

示

③ 考察 味を比べ た り,検 出実験を した り した体験 的活動が あったため,児 童 は意欲 的

に学習 に取 り組んだ。

これ らの体験を通 して多 くの児童 は 「見 た目だ けでな く添 加物 等に も気 を付 け

て,表 示をよ く見て買お う」 とい う感想 を もった。

評 価 規 準 関 ・意 ・態 創意 技能 知 ・理 関連する教育の視点

①ゆでる,い ためるなどの調理方法があることが分 0 0 ・健康教育

かり,調 理に関心をもっ。 ・消費者教育

② じゃがいもの選 び方と栄養的な特徴が分かる。 O ・環境教育

③簡単なじゃがいも料理の調理計画を立て,調 理を ③ ③

す る。

①魚や肉の加工品に関心をもつ。 0 ・健康教育

②魚や肉の加工の必要性を考え,加 工法を調べる。 0 ・消費者教育

③魚や肉の加工品に含まれている添加物を知り,安 ③ 0 ・環境教育

全性や健康を考えて加工品を選ぼうとする。

④魚や肉の加工品を使 った調理実習ができる。 ④
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N研 究 の ま と め と 今 後 の 課 題

本年度 は,主 体的 によ りよい家庭生活を実践 す る力 を育てるために,学 習活動,学 習環境,

評価 ・支援の工 夫を し,授 業実践 を行い研 究を深 めた。

1「 被 服」領域 のま とめ

・ 児童は地域 の高齢者 の堪能 な技 を直接 目に し触れ合 った ことにより,人 と人 との触れ合

いのよ さを体 得 した。 この ことは人 との触れ合 いを大切 にす ることにっなが った。

・ 一人一人 の作 品を クラス全体 で一 つの作品 に仕上 げるなどの活動を通 して
,児 童 は互い

の作品 を認 め合 い,よ さに気付 いていた。 この よ うに,相 互評価や 自己評価 を取 り入れた

ことによ り,児 童 はさ らに家庭生活等へ の実践意欲を高 めた。

・ 実物 や模型,ワ ー クシー トを工夫 し,児 童の興味 ・関心を高め,地 域の人材 やT・Tの

活用 によ って個 に応 じた指導 を行 い,児 童 は楽 しい学習を しなが ら基礎的な知 識や技 能を

身 に付 けて いった。

2「 食 物」領域の まとめ

・ 児童が 自分のおやっ を振 り返 り,お や っの実態を把握 した上で 「ポ ップ コー ン作 り」を

し,と うもろ こしが加熱 によ ってふ くらんで ポ ップコー ンにな った ときの驚 きと感動が,

家庭 で もおや っを作 ってみ よ うとい う実践意欲 につ なが ったり,課 題解決 的な学 習を進 あ

た りす るためのよい導入 にな った。

「おい しくて,や す くて,つ くるのが楽 しい」を合言葉 に小 グル ープでおやっ作 りの計

画の立案,実 習 を行 った ことは,友 達 との意見交換の場を作 り,協 力 して作業 をす るな ど

互 いのよさを認 め合 うきっかけ とな った。 また,指 導後 には,家 庭でのおやっ作 りの実践

報告 もた くさんあ った。 この学習 では,お やっ作 りを通 して,児 童が消費者 と して主体的

に判 断 し,選 択で きる力 を身に付 け ることの視点 を も大切 に した。

以 上の結果,ま とめ ると次のよ うにな る。

○ 自分 の 日常生活 の実態 を調 べ るな どの活動 を通 して,児 童 は自分の生活 に目を向 け,

自らの課題 をっかむ ことがで き,課 題解決 的な学習 を進 あて いった。

課題解決 的な学習 の過程で は,実 践 的 ・体験的 な活動を取 り入れたので,基 礎的な知

識 や技能 も身 に付 いた。

○ 実物,模 型,実 験,ビ デオ等,視 覚 や感覚 に訴え る教材 ・教具を用意 し,学 習環境を

整 えた ことによ り,児 童 は進んで実践 しよ うとす る意欲を高め,さ らに家庭 生活での実

践 へ とっな ぐことがで きた。

○ 地域の人 とかかわ る場面や校 内の様 々な人 とかかわ る場面を設定 した ことに より,生

きた情報 を収集 し,活 用で きるよ うに した。 この ことを通 して,児 童 は人 と人 とのかか

わ りのよさを体得 し,さ らに,主 体的 に人 とかかわ り学習を深めてい った。

3今 後 の課題

本研 究では,評 価 ・支援の工夫 につ いて の研究を深 めるまで にはい っていない。今後 も指

導計画を見 直 し,評 価 と支援 の在 り方 につ いて,さ らに研究を深め る必要があ る。

また,他 の題材 において も,児 童 に育て たい力 を明確 に し,家 庭 ・地域社会 とのかかわ り

や6つ の関連す る教育 を視野 に入れ た指導 を実践 して いきたい。
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